
楽しかった夏休みが終わり、前期後半が始まりました。  

夏休みが終わり、８月１７日（水）から児童の登校が始まりました。久しぶりに登校

してきた子どもたちを見ると、より大きくなったように感じました。夏休み明けには、

子どもたちは、友だちと遊んだことや家族と過ごしたこと、親戚の家に出かけたことな

ど、笑顔いっぱいで話していました。今後は、前期のまとめの時期に入ります。前期に学んだ学習や生活につ

いて、しっかり定着できるようにしてきます。また、北海道内のコロナ感染者が最多を更新するなど、未だ終

息に見通しが立たない状況ですが、夏休み明けもコロナ感染対策をしっかり行いながら教育活動を進めてい

きます。今後も本校の教育活動へのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

中学校登校日 
７月１５日（金）、来年度から本格的に始まる「小中一貫教育」の取組の一環で、６年生が野幌中学校に

行き、野幌若葉小、東野幌小の６年生と同じ教室で活動しました。自己紹介ゲームをしたり、一緒に給食を食

べたりして、来年同じ学校で学ぶ６年生同士で楽しく交流しました。また、中学２年生が札幌市に行って学習

してきた「校外学習」の発表を見学しました。中学２年生が自主的に札幌の施設等を見学し、楽しく活動して

いる様子を見て、中学校での生活に期待を抱くことができました。また、堂々と発表していた先輩の姿を見て、

「自分たちもそうなりたい」と思った６年生もいたと思います。今後は、来年度に向け、４つの小中学校で学

習や生活のルールの統一を図るなど、一貫性、系統性をもった教育が行えるよう準備していきます。 

 

土器作り 
野幌小学校の特色ある教育活動の一つである「土器づくり」が、夏休み直前の７月２１日（木）に行われま

した。今年は、世の中のコロナ感染者が多くなっていたこともあり、愛林班での活動にせず、１・２年生は体

育館、３～６年生は各教室で行いました。また、今年も「江別土器の会」の方々に来校いただき、１・２年生

の子どもたちを中心に指導してくださいました。初めて土器づくりに臨んだ１年生も一生懸命に取り組み、と

ても上手に作り上げることができました。できあがった土器は現在、各教室前の廊下で乾燥させています。９

月９日にはグラウンドにかまどを作って薪で焼き上げる「野焼き」をして完成させます。全員分が割れること

なく焼き上がることを願っています。 

 

 

 

 

７～８月の主な教育活動 



夏休み作品展 
子どもたちが作ってきた自由研究や作品の発表会が、８月１７日（水）の夏休み明け初日を中心に、各学年

で行われました。子どもたちは、自由研究等の内容や、作品を作っての感想などの発表をしっかりがんばりま

した。どの内容も工夫されたものが多く、質の高さを感じました、保護者の皆様のアドバイスがあったものと

思われます。ご支援ありがとうございました。作品や自由研究は２４日までホールで展示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 《江別市立野幌小学校》 

TEL：382-2151 FAX：382-2152  mail：nopporo-es@ed.city.ebetsu.hokkaido.jp 

９月の主な予定 

○１・２年生社会見学（２日）・・・円山動物園に行きます。グループに分かれ、目的の動物を探します。 

○４時間授業給食なし（６日）・・・午後に先生方の研究会が予定されているため、６日は「４時間授業給

食なし」となります。その日は、下校の臨時バスが１２時に出ます。 

○野焼き＆いも会食（９日）・・・７月に形作った土器を焼き、完成させます。また、土器だけでなく 

「いも」も焼き、「いも会食」を行います。 

○参観日（１２日）・・・参観授業＆学年懇談の学年と、レクを行う学年で日程が 

異なります。詳しくは、学年だより等をご覧下さい。 

なお、その日の１２：１５～１５：５０に「野小サロン」（体育館） 

１２：５０～１３：２０に「ＰＴＡ草取りボランティア」 

         １２：５０～１３：２０に「ベルマークボランティア」が予定されています。 

○秋の森の日（２２日）・・・森の中を、林業技士さんから植物等生き物のお話を聞きながら散策します。

また、お弁当を食べた後は全校遊びを行います。なお給食はありませんので、お弁当持参となります。 

 
お知らせ 

・公益法人北海道交通遺児の会からのお知らせです。ご家庭の中で、保護者の方が、突然の交通事故でお

亡くなりになった、または、保護者の方が重度後遺障害のため就労できないご家庭がありましたら、そ

のご家庭に育英奨学事業や交歓交流事業など支援が行えるとのことでした。そのようなご家庭がありま

したら、学校（教頭）にお知らせ下さい。 

 

 


